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日本国内のIIIF準拠画像に対する横断検索システムの構築

中村 覚1,a) 永崎 研宣2,b)

概要：日本国内において IIIF準拠の画像公開を行う機関が増加している．IIIFの利点の１つとして，画像

へのアクセスを標準化し，多様な利活用を促す点が挙げられる．本稿は IIIFを人文学研究に活用する環境

を実現するための基盤構築に向けた取り組みの一環として，国内の複数機関が公開する IIIF画像を横断し

て検索可能なシステムの構築事例について述べる．具体的には，二次利用が自由な条件で公開されている

約 13万件の IIIF画像を検索可能なシステムを構築した．さらに IIIFの利活用の発展に向けて，システム

構築を通じて得られた課題等について考察する．

Prototyping of Discovery System for IIIF Resources in Japan

Satoru Nakamura1,a) Kiyonori Nagasaki2,b)

1. はじめに

近年，欧米を中心として，画像データの相互利用を可能

とする国際規格 IIIF（International Image Interoperability

Framework）を用いた画像公開が積極的に進められている．

この動きは日本にも波及しつつあり，国内においても IIIF

準拠の画像公開を行う機関が増加している．

IIIFの利点として，画像へのアクセスが標準化され，多

様な利活用を促す点が挙げられる．日本国内における IIIF

の利活用に関する研究として，永崎ら [1]は IIIF Manifest

の効果的な共有を目的とするWebコラボレーションプラッ

トフォーム IIIF Manifest for Buddist Studiesを開発して

いる．利用者が IIIF Manifest URIをシステム上に登録す

ることにより，IIIF Manifest内の情報がデータベースに格

納され，それらの情報に基づく検索を可能とする．本シス

テムを利用することにより，世界中の IIIF画像を各コミュ

ニティの目的に応じて収集・編集し，利活用することが可

能となる．北本ら [2]は，IIIFのキュレーションツールで
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ある IIIF Curation Viewerを開発している．本ソフトウェ

アを使用することにより，利用者は各々の関心に合わせて

IIIF画像を収集し，切り抜き等を行うことができる． こ

れらの例に見るように，利用者は IIIFが定める APIに準

拠したアプリケーションやソフトウェアを使用することに

より，IIIF画像の提供機関を問わず，共通の仕組みで画像

を取り扱うことができ，IIIFの活用が人文学研究の発展に

寄与することが期待される．

一方 IIIFは，仕組みとしては一元的な情報の収集検索

を志向しているものの，IIIF画像を一元的に検索，収集可

能なシステムが存在しない点が現在の課題の一つとなって

いる．すなわち，利用者が IIIF画像を閲覧するためには，

各々の機関のデータベースにアクセスし，目的とする画像

を検索，閲覧しなければならないのが実情である．例えば

絵巻物の一つである「百鬼夜行図」の IIIF画像は，国立国

会図書館，国文学研究資料館，および東京大学総合図書館

の 3機関が各々提供するデータベースで公開されている.

「百鬼夜行図」は，巻物によって異なる場合がある妖怪の配

列の分析を通じて書写の系譜を明らかにする研究が行われ

ている [3]ことから，IIIFの機能を用いて各地に所蔵され

る資料画像を拡大縮小しながら対比・閲覧できる環境が，

人文学研究に具体的に資する事例の一つである．しかし，

これもそれぞれの IIIF画像の存在を個々のサイトで確認

して IIIF Manifest URIを収集した上で，初めて IIIF対応
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図 1 システム構築のフロー概要

Fig. 1 Flow Overview of System Development.

画像として対比・閲覧できるというのが現状である．この

ような状況においては，IIIF画像を一元的に検索可能なシ

ステムを構築し，利用者が画像を発見し対比・閲覧する際

のコスト軽減に寄与することで，先に述べた IIIFの利点を

より享受可能になると考えられる.

したがって本研究では，IIIFを人文学研究に活用する環

境を実現するための基盤構築に向けた取り組みの一環とし

て，国内の複数機関が公開する IIIF画像を横断して検索可

能なシステムを構築することを目指す．システム構築のフ

ロー概要は図 1に示すとおりである．国内の各機関が公開

する IIIF Manifestを収集し，IIIF Manifestから必要な情

報を抽出し整形する．そして，それらの情報をデータベー

スに格納し，提供機関を問わず一元的に検索可能なシステ

ムを構築する．なお，システム構築には，オープンソース

のWebパブリッシングのプラットフォームである Omeka

S[4]，検索エンジンとして Apace Solrを用いる．以降，2

章ではデータの収集・整形について，3章ではシステムの

構築について述べる．さらに，システム構築を通じて得ら

れた課題等を 4章で考察する．

2. データの収集と整形

本章では，IIIF Manifestの収集と，検索システムへ登録

するためのデータ整形について述べる．

2.1 データ収集

本研究では，二次利用可能であると明示して IIIF画像

を公開する日本国内の機関を収集対象とした．収集対象

とした機関名，データベース名，収集した IIIF Manifest

数，後述する検索システムへ登録した Manifest数の一覧

を表 1に示す． 合計 12データベース，約 13万件の IIIF

Manifestを収集した．

基本的な収集方法としては，各データベースで公開され

ている IIIF Manifestをクロールして取得した．なお，ク

ロールの際には，各データベースへの負荷を考慮し，1リ

クエスト毎に 1秒の待機時間を設けた．なお，クローリン

グによって IIIF Manifestを収集したため，表 1に示した

IIIF Manifestの「収集数」が，各データベースで公開され

ているすべての IIIF Manifestでない点に注意が必要であ

る．また，エラー等の発生によって取得できなかった IIIF

Manifestも一定数存在する．さらに，例えば国立国会図書

館デジタルコレクションについては，オープンデータセッ

トとして公開されている書誌情報 [17] のうち，インター

ネット公開されている古典籍，約 7.9万件の IIIF Manifest

を対象として取得している．このように，必ずしも各デー

タベースが公開するすべての IIIF Manifestを対象として

いないケースも存在する点にも注意が必要である．

また，表 1の右端に示す「登録数」は，後述する検索シ

ステムに登録した IIIF Manifest数を示す．機関によって

は，資料毎に異なる利用条件を与えており，公開資料の一

部をオープンデータとして公開しているケースがある．こ

のような場合，収集した IIIF Manifestのライセンスに関

してフィルタリングを行い，上述した「二次利用可能と明

示されているもの」という条件に合致した IIIF Manifest

のみを抽出し，検索システムに登録した数が「登録数」で

ある．本研究で収集対象としたデータベース毎のライセン

スの一覧は [18]を確認されたい.

2.2 データ整形

ここでは，前節で収集した IIIF Manifestから情報を抽

出し，検索システムに登録するために実施したデータ整形

について述べる．Omeka SはRDF（Resource Description

Framework）形式のデータ入力が求められる．したがって，

JSON-LDで記述された IIIF Manifestの情報を，Omeka

Sで求められる登録用フォーマットに機械的に変換するこ

とが基本となる．一方，いくつかの IIIF Manifestのプロ

パティについては人手によるデータ整形を実施したため，

その内容について以下で述べる.

2.2.1 licenseプロパティ

IIIF Presentation API 2.1では，IIIF Manifestの license

プロパティの値には，利用する上でのライセンス URI

を記述するとされているが，収集した IIIF Manifest の

中で表記揺れがみられた．例えば CC BY ライセンスの

URI「http://creativecommons.org/licenses/by/4.0/」に

対して，「https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/」

「https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja」

「CC BY」等を値として与えている例が存在した．した

がって，IIIF Manifest内の表記上のライセンス URIをプ

ロパティ「dcterm:rights」を用いて登録しつつ，表記揺れを

吸収したライセンス URIをプロパティ「dcterms:license」

を用いて登録した．これにより，後述する Apache Solrを

用いたファセット検索において，表記揺れを吸収したライ

センスによる絞り込みが可能となる.

2.2.2 metadataプロパティ

IIIF Manifest の任意のメタデータを記述する meta-

data プロパティの値（label と value のペア）につい

て，label は原則的に機械可読でないため，各 label に
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表 1 収集対象した IIIF 画像提供機関の一覧

Table 1 List of organizations whose IIIF Manifests were collected.

機関名 データベース名 収集数 登録数

国立国会図書館 国立国会図書館デジタルコレクション [5] 79,378 73,291

国文学研究資料館 新日本古典籍総合データベース [6] 72,031 20,805

国立歴史民俗博物館 総合資料学情報基盤システム khirin[7] 15,629 15,549

京都大学図書館機構 京都大学貴重資料デジタルアーカイブ [8] 10,215 10,215

島根大学附属図書館 島根大学附属図書館デジタルアーカイブ [9] 2,379 2,379

人文学オープンデータ共同利用センター 日本古典籍データセット [10] 1,767 1,767

大蔵経研究推進会議・SAT 大蔵経テキストデータベース研究会 万暦版大蔵経（嘉興蔵/径山蔵）デジタル版 [11] 1,759 1,759

佐賀大学 小城藩日記データベース [12] 1,213 1,213

国立国語研究所 日本語史研究資料 [国立国語研究所蔵][13] 500 500

中野区立図書館 中野区立図書館デジタルアーカイブ [14] 78 78

大蔵出版・SAT 大蔵経テキストデータベース研究会 大正新脩大藏經図像データベース [15] 26 26

東京大学附属図書館 東京大学学術資産等アーカイブズ共用サーバ [16] 22 22

対して独自の URI を与えた．具体的には，独自の語彙

「ex」を定義し, 機関名と label 名から一意の ID を作成

し,「ex:field 1b52caa68db2f534cf3bfd5307240aa9」のよう

なURIを与え,「rdfs:label」を用いて label名を与えた. し

たがって，例えばmetadataプロパティのある値について，

機関 Aと機関 Bが「作成者」という同一の labelを与え

ていた場合においても，それぞれ異なるプロパティとして

扱った．

2.2.3 thumbnailプロパティ

後述する検索システムには，サムネイル画像の登録が求

められる．そのため，IIIF Manifestの thumbnailプロパ

ティに値が存在するものについては，その値をシステム登

録時に利用した．一方，thumbnailプロパティの値が空の

Manifestについては，IIIF Image APIを利用し，第 1カ

ンバスに含まれる画像リソースを操作し，サムネイル画像

として使用した．

2.2.4 attributionプロパティ

IIIF Manifestの attributionプロパティの値には，資料オ

ブジェクトの提供者や権利，ライセンス等を説明するテキス

トが記述されるが，当該Manifestを提供する機関名やデー

タベース名が必ずしも記述されるわけではない．一方，本

研究のような複数機関のデータベースを横断して検索する

システムを構築するにあたり，検索対象となる各Manifest

の提供機関名やデータベース名の明示は有益であると考

えられる．したがって，プロパティ「sc:attributionLabel」

とは別に，「dcndl:digitizedPublisher」と独自プロパティ

「uterms:databaseLabel」を用意し，それぞれ提供機関名と

データベース名を値として与えた．例えば，IIIF Manifest

の attributionプロパティの値として「篠山市教育委員会

国文学研究資料館」「味の素食の文化センター 国文学研究

資料館」等が与えられていた場合，提供機関名として「国

文学研究資料館」，データベース名として「新日本古典籍総

合データベース」を与え，提供機関毎に絞り込みを可能と

するためのデータ整形を行った．

3. システム構築

前章で収集・整形した IIIF Manifestの情報に基づく検

索システムの構築について述べる.

3.1 システム設計

本システム構築においては，既存のオープンソースソフ

トウェア，関連モジュールの利用を基本的な方針とした．

これは，本システムがプロトタイプではあるが，独自開発

やカスタマイズを最低限とし，デジタルアーカイブシステ

ムに求められる持続可能性を高めることを意図したためで

ある [19]．

具体的には，1 章で述べた通り，ベースシステムとし

て Omeka Sを用いた．また，検索システムの構築に向け

て，各種モジュールを追加した．主要なものとして，CSV

Import[20]，Solr[21]，Universal Viewer[22]の 3つが挙げ

られる．モジュール「CSV Import」は，システムへのデー

タの一括登録用に利用した．前章で述べたデータ整形プロ

セスの出力は，本モジュールが定める登録用フォーマット

となる．モジュール「Solr」は，Omekaから Apache Solr

を使用可能とするモジュールである．本研究では 10万件

以上のデータを検索対象とするシステムを構築するため，

検索エンジンとして Apache Solrを導入した．モジュール

「Universal Viewer」は，Omekaに登録されたアイテムに

紐づけられた IIIF Manifestを利用し，画面上に IIIF画像

を閲覧するためのUniversal Viewerを設置するモジュール

である．

3.1.1 検索画面

3.2 システムの画面説明

ここでは，構築した検索システム [23] の画面について

説明する．本システムは検索画面，閲覧画面の 2つの動的

ページに加え，トップページやヘルプページ等の静的ペー
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図 2 検索画面 [23]

Fig. 2 Search Interface.

ジから構成される．

図 2に検索画面を示す．画面上部には，検索フォームを

配置する．検索フォームの使用方法については，当システ

ムの「ヘルプ」を参照されたいが，ディスカバリーのため

のツールとしての性格を考慮し，検索時の抜け漏れを防ぐ

ことを目的とした全文検索用のインデックスを設定した．

具体的には，検索漏れを防ぎつつ，検索ノイズの増加を軽

減することを目的として，トークナイザに形態素解析と

Unigramを併用した．また，史料編纂所データベース異体

字同定一覧 [24]を利用し，異体字を含む検索にも対応した．

一方，Apace Solrの標準機能を利用することで，フィール

ドを指定した検索や論理演算子を用いた検索，フレーズ検

索等の機能も合わせて提供している．

画面左部には，検索ファセットを表示する．ファセッ

トとしては，前章で説明した「Institution（提供機関名）」

「Database（データベース名）」「（正規化済みの）License」

を提供する． 画面右部には，検索結果の一覧が表示され，

並び替え機能のほか，リスト形式とグリッド形式による表

示切り替え機能を提供する．特に各検索結果をリスト形式

で表示する際，タイトルに加え，IIIF Manifestの URIア

イコン，提供機関名，およびライセンス情報を表示し，各

IIIF Manifestを本画面から外部ビューア等に直接取り込

みやすいインタフェースを意図している．

3.2.1 閲覧画面

図 3にシステムの閲覧画面を示す．Omeka Sのモジュー

ル「Universal Viewer」の機能により，当該アイテムに紐

づけられた IIIF ManifestURIを読み込み，画像を表示す

る．また，当該アイテムに関するメタデータが画面下部に

表示される．さらに，当該アイテムの IIIF Manifestのア

イコンと，Miradorや Curation Viewer等の各種 IIIF対応

ビューアへのリンクを表示する．

3.3 システムの利用例

開発したシステムの有用性を確認することを目的とし

て，複数機関が所蔵する IIIF画像を横断して検索可能かを

検証する利用例について述べる．ここでは，絵巻物の一つ

である『百鬼夜行図』を検索することを試みる．『百鬼夜

行図』は多数の機関に所蔵されているが，そのうち国立国

会図書館（2件）[25][26]，国文学研究資料館（1件）[27]，

および東京大学総合図書館（1件）[28]が，国内機関とし

て当該絵巻の IIIF画像を公開している．また，いずれも再

利用・再配布を許容する条件で公開されている.

図 2で示した検索画面にて，「百鬼夜行図」というクエ

リを与えて検索し，適合度順に並び替えた結果，上位 6件

の中に目的としていた 3機関の所蔵資料の全てを得ること

ができた．これにより，簡易な機能検証であるが，本研究

の目的として挙げた複数機関が所蔵・公開する IIIF画像

を一元的に検索可能なことを確認した．本システムが，人

文学研究におけるディスカバリーサービスとして機能する

ことが期待される．なお，「百鬼夜行図」をクエリとした

Google検索では，検索結果の上位 10件のうち，本事例で

対象としたアイテムは 2件（国立国会図書館 1件，東京大

学総合図書館 1件）のみ含まれる結果となった.
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図 3 閲覧画面 [23]

Fig. 3 Content Viewer.

4. 考察

ここでは，本研究を通じて得られた，検索システムの構

築における IIIF活用の利点と課題について述べる．

4.1 IIIFの活用における利点

複数機関における書誌情報の流通に関しては，OAI-PMH

プロトコルなど一定の標準化がなされている．一方，画像

については，IIIFの登場以前，各機関が公開する画像情報

の取得は困難であった．IIIFでは画像に関する情報の記述

方法が標準化され，IIIF Manifestを介して画像やそのメ

タデータを取得することができる．特に，利用条件や所蔵

機関に関する情報については，これらが機械可読な形式で

記述されるため，本研究で対象とした IIIF画像，研究資源

を効率的に取得することができた．また，画像についても

IIIF Image APIを用いることにより，サムネイル用の画像

等を柔軟に利用することができる．さらに，収集対象とし

た機関を問わず，共通の IIIF対応ビューワを利用すること

で，閲覧環境の構築が容易となる．これらの観点から，画

像を使ったアプリケーションの開発環境を飛躍的に改善す

る点が，IIIFの活用における利点の一つである．

4.2 IIIFの活用における課題

4.2.1 metadataプロパティの値の取り扱い

前節で画像情報が機械可読な形式で記述される点を利点

として述べたが，IIIF Manifestのmetadataプロパティに

ついては，原則的に機械可読ではない．したがって本研究

のように，IIIF Manifestから機械的に情報を抽出する場合

には，metadataプロパティの値は全文検索用のインデック

スとして取り込むことはできるが，メタデータ別の検索等

にはそのまま利用することができない．この点について，

IIIF Presentation APIにおけるmetadataプロパティの記

述方法の検討が今後必要である.

4.2.2 IIIF Manifestの収集方法

以上，IIIF Presentation APIのmetadataプロパティの

機械可読性に関する課題は残るが，その他プロパティにお

ける画像情報の記述に関する標準化を行う IIIFの利点は

大きい．一方，このような IIIFの利点を享受するにあた

り，IIIFそのものの課題ではないが，IIIF Manifestの流通

に関する方法が確立していない点を課題の一つとして考え

る．本研究でも各機関のデータベースをクロールすること

で IIIF Manifestを収集する方法を採ったが，各機関が公

開するすべての IIIF Manifestを漏れなく抽出することは

難しく，スクレイピング作業に少なくないコストを要する．

この課題に対して，IIIF画像の発見を支援する取り組み

として，IIIF Universe [29]がある．これは各機関が公開す

る IIIFリソースの一覧を，IIIFコレクションとして集約す

るプロジェクトである．2018年 7月 24日時点では，Yale

大学や Stanford大学，Cambridge大学をはじめ，18機関

が公開する IIIFコレクションが集約されている．IIIFコ

レクションを利用することにより，IIIF Manifestの収集に

要するコストは大幅に削減することができる．国内におい

ても，人文学オープンデータ共同利用センターが，公開す

るオープンデータの一覧を IIIFコレクションとして提供

している [30]．また，筆者個人による取り組みではあるが，

東京大学附属図書館が公開する IIIF Manifestの一覧につ

いても，IIIFコレクションを公開している [31]．一方，こ

の方法では，各機関が IIIFコレクションを作成・公開する

必要があり，各機関の運用コストの増加につながる点が課
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題である．IIIFのさらなる利活用の発展に向けた環境につ

いて，関係機関と協力して今後検討していきたい．

5. 結論

本研究では，IIIFを人文学研究に活用する環境を実現す

るための基盤構築に向けた取り組みの一環として，日本国

内の複数機関が公開する IIIF画像を横断して検索可能な

システムを構築した．具体的には，二次利用が自由な条件

で公開されている約 13万件の IIIF Manifestを収集した．

またシステム構築には，OmekaやApache Solr等のオープ

ンソースソフトウェアを利用した．さらに，システムの有

用性の検証を目的として，「百鬼夜行図」を例としたケース

スタディを行った．その結果，国立国会図書館，国文学研

究資料館，および東京大学総合図書館が各々所蔵・公開す

る IIIF画像を一括で検索可能なことを確認した．

今後は，構築したシステムが人文情報学における学習補

助ツールや，人文学資料のディスカバリーのためのサービ

スとして機能するよう，システムの改良を行いたい．また，

本研究における IIIFを用いたアプリケーション構築事例

が，他の IIIFの活用事例につながることを期待したい.
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